
平成１３年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④目標値

⑤事業の進捗状況

計画

実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国
県
市債
その他

一般財源 ３１０，７２０円 ２９３，５８０円 ２９４，９７０円

３１０，７２０円 ２９３，５８０円 ２９４，９７０円

財源内訳

事業費

２２５，０００円 ２１０，０００円 ２１０，０００円

８５，７２０円 ８３，５８０円 ８４，９７０円

０．０１人 ０．０１人 ０．０１人

平成12年度決算 平成13年度決算 平成14年度予算

目標値
－ － 100%

6.7% 6.7% －

成果指標名 助成金の交付率

成果指標の説明 助成金の交付件数／予定交付件数×１００

助成金交付件数 １件 １件 １５件

想定する成果 渇水時における節水と節水意識の啓発

項　目 平成12年度実績 平成13年度実績 平成14年度計画

対　　象 本市に住所を要する個人及び法人に

手　　段 雨水管理貯留槽の購入設置させることにより

基本目標 施策名

快適でやすらぎのあるまちづくり 水資源

根拠法令等
蒲郡市雨水利用簡易貯留槽購入費助成金交付
要綱 Ａ法令　Ｂ条例　Ｃ規則　○Ｄその他　Ｅなし

事業ｺｰﾄﾞ 事務事業名 雨水利用簡易貯留槽助成事業

上下水道部 水道管理課 経理担当 内線等 2202

課　長 担　当



⑥事務事業内容の評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後の改善すべき点

緊急度

市民参加度

効率性 追跡調査を実施し、助成基準の見直しを図る。

公共性

市民参加度

達成度
ＰＲを増やすと共に、メーカー・形式を限定せず助成件数の増を図る。市民参加のイ
ベントに出展し、ＰＲしたい。

公共性

緊急度

達成度
広報紙に掲載し、PR回数を増やした。出前講座で宣伝した。ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載した。水
道管理課廊下に現物を展示し、来庁者の目に触れるようにした。

効率性 補助金の見直しにより、助成額を１，０００円減額した

29

Ｂ
毎年恒常化している渇水対策・節水意識の高揚には
欠かせない事業である。しかし、PR不足と個人負担
が伴うこともあり助成件数が伸びない。

合　　計 29

総合評価 Ｂ

26

3
水源地視察・出前講座等を通して広報活動を実施してい
る。設置者からは好評である。

小　　計 26

市民参加度 3

10

10

渇水時の水需要を抑えるためと災害時の水源確保の補完
の一つとして活用するためにも、市の助成による設置が
望ましい。

新たな水源確保が困難な今、節水のための簡易貯留槽設
置は重要である。

公共性 10

緊急度 10

3

3

購入先を限定しているためと市が代理発注するため、選
択肢が少なく助成件数が伸びない。

助成件数的には少なく効率を欠いている。

達成度 3

効率性 3

項　　目 課内評価点数 部長評価点数 評価の説明（問題点）
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